
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 指扇 中学校 ）     学校番号 ２３０                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 自信と誇りに満ちた指中生 ～WE LOVE SASHIOGI ～        

目 指 す 学 校 像 生徒の望ましい成長を支援する学校        
          

重 点 目 標 

１ 基礎基本を定着させる学習指導の工夫改善 
２ 地域と連携した教育活動の推進 
３ 魅力ある学校づくりの推進 
４ 機動力のある教職員組織の構築 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  
学校運営協議会に

よる評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  
実施日令和 年 

月 日 

番 号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 
達成

度 次年度への課題と改善策  
学校運営協議会か

らの意見・要望・

評価等 

1 

〈現状〉 

○タブレットで、授業や総合の学習の時間など学年内で、

探究的な学び推進している。 

○主体的な学びを実現するために、ＩＣＴ支援員等と連携

し、校内研修を行い、教員一人一人の授業観の変容がみ

られている。 

〈課題〉 

○学びの動機付けや主体的に物事を考える生徒の育成をさ

らにおこなっていく必要がある。 

○自主的に教職員同士が学び合い、授業改善を進めている

が、生徒がＩＣＴを活用して、学び合う活動を一層取り

入れる必要がある。 

○主体的に学

習に取り組

む態度の涵

養 

①主体的に学ぶ生徒を育成するために、タブレ

ットを活用した学び合いの授業を実施する。 

②自らの成長を実感するために、授業の終末等

には、学習を振り返る時間を設定する。 

①「学びの指標アンケート（２回目）」項

目５で３．５ｐｔにする。（Ｒ６：

３．３４） 

②「学びの指標アンケート（２回目）」項

目１５で２．７ｐｔにする。（Ｒ６：

２．６３） 

①「学びの指標アンケート（２回目）」項目５は

３．３２ｐｔであった。 

②「学びの指標アンケート（２回目）」項目１５

は２．５９ｐｔであった。 B 

①②校内研修や職員会議等で、重点目標を説明する。

管理職による校内授業参観後のフィードバックの際に

本項目に触れて助言する。 

 

・ＩＣＴの活

用と体験的な

活動の二項対

立にならない

よう教育活動

を実践してほ

しい。 

・読み書きも

大切であり、

基本的事項の

定着も大切に

してほしい。 

○ＥＳＤを通

じた学びの

動機付け 

 

 

 

 

①学びの動機付けを図るため、関係機関と連携

し、生徒及び教職員のＥＳＤの理解を進め

る。 

②ＩＣＴ支援員を中心に、ＩＣＴ活用の研修を

実施する。 

③各教科・各学年で、タブレットの効果的な活

用について実践・共有を進める。 

①大学講師と共に、研究会を実施する。

（年２回） 

②学び方推進担当による研修会を実施す

る。また、校内公開授業週間を実施す

る。（年２回） 

③「市学習状況調査」項目７４で２ｐｔ向

上させる。（Ｒ６：４０％） 

①講師に依頼の元、ＥＳＤに関する教員向けの講

話を４月に、生徒向けを５月に実施した。 

②校内研修にて、「個別最適」に関する研修を行

い、その後公開授業週間２回設定した。 

③「市学習状況調査」の結果が届き次第確認す

る。 

B 

①来年度も継続して講演を依頼して、研修の充実を図

る。 

②公開授業を設け、参観するシステムを構築する。 

③タブレットの活用の研究として、②の公開授業週間に

位置付け実施する。 

2 

＜現状＞ 

○教育相談部会を中心に、支援・配慮が必要な生徒に関す

る情報交換が定期的にされている。 

○相談室、Sola るーむ、個別の取り出し指導など、教室以

外での学ぶ機会が確保できている。 

＜課題＞ 

○支援・配慮が必要な生徒に関する具体的な手立て・方策

を更に工夫する必要がある。 

○Sola るーむでの学習が自習であるため、教員が学習指導

をする機会を設ける必要がある。 

○情報の確実

な共有と支

援策の検討 

①保護者への情報提供を適時適切に行う。 

②校内での共通理解を図るために、学校内で会

議を設けたり、支援についての研修を行った

りする。 

①保護者への情報提供としてのお便りを出

す。（学期に１回） 

②校内研修を行い、生徒への指導へ反映さ

せる。（年１回）また、生徒指導及び教

育相談部会を実施する。（週１回） 

①保護者への情報提供としての相談室等のお便り

を学期に１回配付した。 

②校内での共通理解を図るために、夏休みに校内

研修を行った。また、生徒指導及び教育相談部

会を週１回実施した。 

 

 

 

 

 

B 

①保護者や生徒への情報提供としての相談室等のお便り

をスクリレ等で配付する。 

②校内での共通理解を図るために、夏休みに校内研修を

実施する。ケース会議を月に１回実施する。 

 

・デジタル化

するところは

デジタル化

し、保護者に

伝わりやすい

ようにお願い

したい。 

・いじめの積

極的認知をお

願いしたい。 

○生徒理解に

基づく、指

導の充実 

①ＳＡやＳＳＷ等と連携し、教育相談的な手法

により、生徒の個性を大切にした支援を行

う。 

②個々の生徒の学習環境の整備のため、地域ボ

ランティアやＳＡと連携した Solaるーむ運用

を図る。 

①「学校評価」項目「相談できる」でＡＢ

回答合わせて５ｐｔ向上させる。（Ｒ

６：８０％（生徒）８０％（保護者）） 

②教育相談部会にて、Sola るーむ運用の

工夫・改善に係る協議を実施する。（年

３回） 

①「学校評価」項目「相談できる」で肯定的回答

は生徒８０％、保護者８０％であった。 

②教育相談部会にて、Sola るーむ運用の工夫・改

善に係る協議を相談部会で年５回以上協議し

た。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

①ＳＡやＳＳＷ等と連携し、生徒の個性を大切にした

支援を行うために、相談部会以外にも相談室に通

い、さまざまな視点からの支援策を立てる協議をす

る。 

②教育相談部会にて、Sola るーむをより良い居場所とす

るため、椅子や机、パーティションの工夫を図る。 

3 

＜現状＞ 

○地域のお祭りやボランティア等、多くの生徒が積極的に

参加している。 

○地域防災アドバイザーと連携し、集団下校等を企画して

いる。 

○スクリレや学校ＨＰを活用し、生徒や学校の様子を保護

者や地域の方々に配信している。 

＜課題＞ 

○地域行事に参加する生徒を増やす必要がある。 

○形骸化した避難訓練とならないよう、地域防災と関連さ

せ、企画・運営する必要がある。 

○学校ＨＰに公開している内容を精査し、保護者や地域の

方々にとって有効的な情報になるよう工夫する必要があ

る。 

○地域行事へ

の参加を促

し、生徒と

地域との交

流の活性化 

 

 

①学校行事の公開や地域行事への参加の可否や

広報について、学校運営協議会で協議する。 

②学校だより、学年だよりなどを通して、地域

行事の広報を行う。 

③防災アドバイザーと協働し、実践的な避難訓

練等の企画・運営を行う。 

①学校運営協議会を開催する。（年３回） 

②地域へのボランティアとして、生徒へ周

知する。（通年） 

③実践的な訓練の企画・運営に向けて、防

災アドバイザーと協議する。（年３回） 

①学校運営協議会を年３回開催した。 

②ボランティアに係る広報として、学校だより等

に掲載できなかったが、活動状況を扇通信に掲

載した。また、学校運営協議会にて報告した。 

③防災アドバイザーとは年５回協議を実施した。 

A 

①学校運営協議会を開催する。 

②地域へのボランティアとして、生徒へ周知するため、

集会等を活用し、説明する。 

③防災アドバイザーとの協力体制を強化し、地域に根差

した防災教育を図るため、参加いただく防災アドバイ

ザーの人数を増やす。 

 

本年度の避難

所開設訓練等

において、参

加した生徒が

自主的に各フ

ロアへの案内

をしていた。

このように生

徒が地域の一

員として活動

できる機会を

もっと持てる

ようにしてほ

しい。 

○積極的な情

報発信を通

じて、学校

経営の理解

促進 

 

①保護者会や学校公開を行い、直接的な説明や

学校掲示等で、学校経営方針の理解を促す。 

②スクリレや扇通信で学校の様子を積極的に配

信する。 

①保護者会の設定と学校公開期間を設定す

る。（毎学期） 

②「学校評価」項目「情報発信」で、Ａ回

答５ｐｔ向上させる。（Ｒ６：５８％） 

①毎学期末に保護者会の設定と、保護者会の週に

合わせて学校公開週間を設定した。 

②「学校評価」項目「情報発信」で A 回答が５

２％と前年度に比べ６ポイント低下したが、肯

定的な回答でみると、増減はなかった。 

B 

①学校公開週間に合わせてスマホ・タブレット安全教室

等の集会を設定し、生徒だけでなく保護者にも参加し

てもらう機会を設ける。また、PTA主催による保護者

会を設定する。 

②情報主任を中心とし、地域・家庭にとって有益な情報

を提供できるよう内容を精査する。 

4 

＜現状＞ 

○生徒会活動では、各種委員会の活動の見える化を進めて

いる。 

○昨年度大がかりな工事があり、植栽が枯れてしまってい

る。 

＜課題＞ 

○生徒総会等を活用し、生徒の自主的な活動を振り返り、

生徒が主体となる学校づくりを進める必要がある。 

○業務主査と連携し、適切な場所・時期を検討し、花植え

を行う必要がある。 

○安心して学

べる学習環

境の整備 

 

①道徳の時間や給食の時間では、生徒同士のか

かわりの時間を大切にする。 

②生徒の自主的な活動の場を積極的に設ける、

振り返りを実施する。 

①「学校評価」項目「落ち着いた学校生

活」でＡ回答５ｐｔ向上させる。（Ｒ６：

５１％） 

②生徒会集会及びいじめ撲滅週間を実施す

る。（年１３回） 

①「学校評価」項目「落ち着いた学校生活」で、

Ａ回答は１ｐｔ向上した。 

②生徒会集会は学級閉鎖等の影響を除きほぼ予定

通り実施した。いじめ撲滅習慣を年２回、実施

した。 

B 

①生徒同士で意見を出し合う仕組みをつくる。 

②生徒の自主的な活動の場を設定し、振り返りを実施す

る。また、生徒の活動の見える化を図るため、活動写

真等を掲示する。 
 

 

生徒の思いや

発想を引き出

す取り組み、

夏の熱中症対

策を含めた植

物管理など、

持続可能な活

動にする必要

がある。 

○美しい環境

を作り、彩

りある学校

づくり 

①教職員や広報委員会、環境委員会で校内掲示

や花植えを行う。 

②業務主査と連携し、環境整備を行う。 

①「学校評価」項目「きれいな環境」で、

ＡＢ回答合わせて５ｐｔ向上させる。

（Ｒ６：８５％） 

②生徒会の日に、業務主査と一緒に植栽活

動を行う。（年３回） 

①「学校評価」項目「きれいな環境」で、ＡＢ回

答合わせて２ｐｔ向上した。 

②生徒会の日に、業務主査と一緒に年３回植栽活

動を行った。 
B 

①生徒総会等を活用し、植栽の美しさを伝え、保護者の

意識を高める。また、活動の見える化を図るため、校

内に写真等を掲示する。 

②業務主査と連携し、適切な場所・時期を検討し、花植

えを行う。 

5 

〈現状〉 

○服務についての意識は比較的高く、業務に対して誠実に

取り組んでいる。 

○時事的な教育課題に対応するため、校内研修等で情報共

有を行っている。 

〈課題〉 

○職員の年齢層が若く、計画的に資質向上を行っていく必

要がある。 

〇キャリアス

テージに応

じた個別最

適な研修の

推進 

①定期的な倫理研修会と共に、教員自身が年間

を見通して取り組む研修計画を考え、面談等

で適時に進行を管理し、教員としての資質向

上を図る。 

①教頭・教務主任を中心に、関係主任等に

よる倫理研修会を開催する。（年６

回） 

②「学校評価」項目「組織対応」でＡ回答

３ｐｔ向上させる。（Ｒ６：３７％） 

①職員会議の時間を活用し、校長や教頭を中心に

年６回倫理に関する研修や指示・伝達を行っ

た。 

②「学校評価」項目「組織的対応」で A 回答が２

９％と前年度に比べ８ポイント低下した。 

A 

①各種関係主任と連携を図りながら、年間を通じて計画

的な研修を設定する。 

②企画委員会・生徒指導部会・教育相談部会を中心とし

た各種部会等で学年間の共通認識を図るとともに、定

期的な校内研修を行う。  

若い教職員が

増えている。

積極的に情報

共有や報告相

談を行える組

織づくりが大

切である。 

〇同僚性や協

働性による

業務負担軽

減の実践 

①日々の声掛けや校長室の開放による風通しの

良い教職員関係の構築により、負担感の軽減

を図る。 

①令和７年度当初人事に関する調書の

「満足度」の項目「非常に満足」と

「やや満足」合わせて、５ｐｔ向上さ

せる。（Ｒ６：６５％） 

 ①満足度の項目については、各５％減の結果とな

ったが、若手教員の「報連相見確」の「報連」

については、意識されてきた。 B 

①日常のコミュニケーションを大切にするとともに、良

きモデルとなる教職員の実践事例の紹介と育成を行

う。 

 

地
域
と
と
も
に
あ
る 

学
校
づ
く
り
に
関
す
る
取
組 

教
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に 

関
す
る
取
組 

 

教
育
環
境
の
整
備
に 

関
す
る
取
組 

 

子
ど
も
の
発
達
や 

心
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
取
組 

 

学
び
の
質
の
向
上
に 

関
す
る
取
組 

 


